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◉あとがきより
本書は単にガタリの思想をパラフレーズしたものではなく，ガタリの思想を参照しながら，
そこにジェノスコが自らの現代社会への関心を重ね合わせることによって，ガタリの思想を
よりリアルに浮かび上がらせた独自の「ガタリ論」であるといえるだろう。……ややもすると
見えにくいガタリにおける哲学思想的次元と政治実践的次元とをつなぐ接続線を明確に
可視化しようとしたところにジェノスコの比類のない特異性を見ることができる。

杉村昌昭
◉略歴
ギャリー・ジェノスコ（Gary Genosko）
1959年生まれ。ヨーク大学（カナダ）にて博士号取得。オンタリオ工科大学社会学・人文
学部教授。メディア理論・コミュニケーション理論専攻。英語圏を代表するドゥルーズ／ガ
タリ研究者であり，マクルーハン，ボードリヤールについての著書もある。

杉村昌昭（すぎむら・まさあき）
1945年生まれ。龍谷大学名誉教授。フランス文学・現代思想専攻。著書に『資本主義と
横断性』（インパクト出版会），『分裂共生論』（人文書院），訳書にアザン『パリ大全』（以
文社），テヴォー『アール・ブリュット』（人文書院），ベラルディ（ビフォ）『大量殺人の“ダー
クヒーロー”』（作品社），ガタリ『分子革命』『精神分析と横断性』（共訳）『精神と記号』，ドゥ
ルーズ／ガタリ『政治と精神分析』（以上，法政大学出版局）などがある。

松田正貴（まつだ・まさたか）
1974年生まれ。大阪電気通信大学講師。20世紀イギリス文学専攻。編書に『ダダイスト
の睡眠』（高橋新吉著，共和国），訳書にバックラック『ニューメキシコのD・H・ロレンス』（彩
流社），ローズ『性の革命』（共訳，関西大学出版局），ラッツァラート『記号と機械』（共訳，
共和国）などがある。


